
『
漢
洋
医
学
闘
争
史
』
（
昭
和
七
年
十
一
月
十
日
発
行
）
の
著
者
深
川
晨
堂
氏
が
、
昭
和
十
二
年
二
月
以
降
の
こ
と
、
東
京
を
去
る
と
き
、
知

げ
ん
え
ん
う
ん
じ
ゆ
う

人
に
托
し
た
蒐
集
資
料
の
中
に
、
多
紀
元
堅
と
そ
の
長
男
元
瑛
（
号
雲
従
）
の
二
人
の
門
人
録
が
あ
っ
た
。
昭
和
四
十
三
年
頃
、
そ
の
資
料
は

文
京
区
の
医
師
平
野
啓
司
氏
の
保
管
に
属
し
て
い
た
が
、
筆
者
は
あ
た
か
も
『
明
治
百
年
漢
方
略
史
年
表
』
の
作
成
の
必
要
に
迫
ら
れ
、
安
西

安
周
氏
の
紹
介
状
を
携
え
て
平
野
氏
を
訪
問
し
た
と
こ
ろ
、
平
野
氏
は
直
ち
に
、
こ
の
資
料
は
君
が
十
分
活
用
し
て
欲
し
い
と
快
諾
さ
れ
、
即

刻
こ
れ
を
譲
り
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
資
料
の
中
に
は
い
ろ
い
ろ
未
完
成
、
未
発
表
の
草
稿
が
あ
り
、
筆
者
は
こ
れ
を
基
に
し
て
追
加
を
行
い
、
「
深
川
晨
堂
氏
資
料
の
中
か

ら
」
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
報
告
を
ま
と
め
て
『
漢
方
の
臨
躰
」
誌
に
発
表
し
た
。
い
ま
そ
の
い
く
つ
か
を
挙
げ
て
み
る
と
、
㈲
「
北
総
の
名

医
、
石
原
吾
道
伝
」
、
。
「
林
静
斎
『
経
歴
漫
誌
』
抄
」
、
白
「
京
都
跡
尋
社
長
吉
益
鉄
太
郎
伝
」
、
四
「
尾
州
の
名
医
、
村
瀬
豆
洲
翁
を
偲
ん

で
」
な
ど
で
、
み
な
深
川
晨
堂
資
料
の
中
か
ら
拾
い
出
し
、
手
を
加
え
て
蘇
生
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
以
外
の
資
料
は
、
永
い

間
古
び
た
布
呂
敷
包
朶
に
つ
つ
ま
れ
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
た
。

先
頃
、
真
柳
誠
氏
が
、
筆
者
の
書
庫
温
知
堂
蔵
書
目
録
を
作
成
す
る
た
め
、
深
川
資
料
未
調
査
の
部
分
を
開
い
て
ゑ
た
と
こ
ろ
、
い
く
つ
か

は
じ
め
に 多

紀
雲
従
門
人
録
に
つ
い
て

唖
碑
権
裡
垂
一
鉾
塞
嵯
灌
評
把
捲
夢
垂
鰐
昭
和
六
十
三
年
二
月
一
日
受
付

矢
数
道
明
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よ
う
し
ん
い
ん

字
希
温
養
春
院
法
印

幕
府
侍
医
兼
医
学
教
諭
御
匙

日
本
橋
矢
の
倉
に
邸
を
賜
り
分
家
すさい
て
い

諄
元
堅
、
又
亦
柔
、
名
安
叔
、
号
置
庭
、

家
斉
、
家
慶
将
軍
の
侍
医
御
匙

ら
く
し
ん
い
ん

楽
真
院
法
印
ま
た
楽
春
院

（
二
代
元
淡
、
元
堅
の
長
男
）

う
ん
じ
ゆ
う
り
ゆ
う

雲
従
劉
先
生
之
墓

明
治
九
年
一
月
四
日
卒
五
十
三
歳

多
紀
氏
儒
人
益
田
氏
墓

（
初
代
元
堅
、
元
簡
の
五
男
）

江
戸
侍
医
法
印
尚
薬
兼
医
学
教
諭

さ
い
て
い

喧
庭
多
紀
先
生
墓

安
政
四
年
二
月
十
四
日
卒
六
十
三
歳

（
元
瑛
の
次
男
）

多
紀
晴
之

大
正
六
年
十
二
月
五
日

｜
多
難
準
一
無
軸
一
産
墓

多
紀
氏
濡
人
沢
山
氏
墓

助
墓

六
十
二
歳 そ

ん
せ
い
ど
う

存
誠
堂

（
多
紀
英
樹
氏
祖
母
の
父
）

故
藤
丸
正
蔵
之
墓

著
述
○
傷
寒
広
要
○
薬
治
通
義

○
雑
病
広
要
○
名
医
彙
論

○
素
間
紹
識
○
女
科
広
要

○
金
置
述
義
○
傷
寒
論
述
義

○
時
還
読
我
耆
○
同
続
録

△
備
急
千
金
要
方
の
校
刊

△
医
心
方
の
校
刊

１
口
入
口
□
‐
’

多
紀
崇
徳
之
墓

昭
和
四
十
三
年
二
月
四
日
’

七
十
三
歳
没

（
元
蕊
の
長
男
安
圭
）

丹
波
明
之

|墓

図1分家多紀矢の倉家の墓域図（城官寺）

の
貴
重
な
文
献
が
埋
没
し
て
い
た
こ
と
が
判
っ

た
。
そ
の
一
つ
は
、
深
川
氏
が
『
漢
洋
医
学
闘
争

史
』
編
纂
中
、
木
村
済
世
塾
の
蔵
書
の
中
に
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
吉
益
南
涯
・
北
洲
・
復
軒
の
三
代

の
門
人
録
と
、
多
紀
元
堅
・
雲
従
父
子
の
門
人
録

の
筆
写
本
が
未
調
査
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
た
。
深

川
氏
は
恐
ら
く
木
村
長
久
氏
と
協
力
し
、
後
世
に

伝
え
る
べ
く
、
新
し
く
上
等
の
和
紙
に
朱
線
で
記

載
項
目
を
詳
細
に
分
割
し
、
中
央
の
柱
に
木
村
済

世
塾
保
存
と
い
う
字
句
を
刻
し
、
吉
益
三
代
と
多

紀
二
代
の
門
人
録
を
完
成
保
存
さ
せ
る
べ
く
、
深

川
氏
自
筆
に
よ
る
雄
潭
な
墨
書
を
以
て
、
門
人
の

氏
名
・
入
門
時
の
年
齢
・
入
門
年
代
・
出
身
地
・

紹
介
者
な
ど
を
記
入
し
て
あ
っ
た
。
他
に
も
重
要

事
項
が
記
録
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
こ
れ

だ
け
で
立
派
な
門
人
録
の
写
し
と
し
て
、
十
分
貴

重
な
も
の
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
こ
れ
を
「
木
村
済

世
塾
旧
蔵
深
川
本
」
と
命
名
し
た
。

こ
こ
で
は
「
中
野
操
先
生
追
悼
号
論
文
」
と
し
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て
、
多
紀
雲
従
門
人
録
を
選
び
、
門
人
録
と
共
に
、
雲
従
と
そ
の
門
人
石
原
吾
道
に
つ
い
て
の
記
録
を
、
追
記
し
て
ゑ
た
い
と
思
う
も
の
で
あ

〉
（
》
。

鰯
一
元
竿
働
一
乖
蕊
霞
構
之
駒
戸
鼈

森
潤
三
郎
著
『
多
紀
氏
の
事
蹟
』
に
よ
る
と
、
多
紀
雲
従
の
略
歴
は
次
の
如
く
で
あ
る
（
西
紀
と
墓
は
筆
者
追
記
）
。

「
元
淡
字
は
希
温
、
雲
従
と
号
す
。
幼
名
は
詮
之
助
、
長
じ
て
安
琢
と
称
す
。
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
に
生
れ
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四

二
）
三
月
十
五
日
、
十
九
歳
で
初
め
て
将
軍
家
慶
に
謁
見
し
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
五
月
四
日
家
督
を
相
続
、
こ
の
年
奥
医
師
に
任
ぜ

ら
れ
、
十
二
月
十
六
日
法
眼
に
叙
せ
ら
れ
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
十
二
月
十
六
日
、
叔
父
元
佶
と
同
時
に
法
印
に
昇
叙
し
、
養
春
院
と

称
し
た
。
同
二
年
十
月
二
日
、
明
年
二
月
将
軍
上
洛
の
節
御
供
を
命
ぜ
ら
れ
、
三
年
正
月
二
十
五
日
御
供
出
立
の
日
割
を
発
表
し
て
、
奥
医

師
・
奥
詰
医
師
は
二
月
十
日
と
定
め
ら
れ
、
二
月
十
三
日
将
軍
出
立
ま
で
異
事
も
な
い
か
ら
、
定
め
の
日
に
出
立
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ

の
後
病
を
以
て
奥
医
師
を
辞
し
て
寄
合
に
入
っ
た
の
は
何
日
か
分
か
ら
ぬ
が
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
再
び
奥
医
師
に
任
ぜ
ら
れ
て
、
和

宮
の
御
匙
と
な
り
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
将
軍
家
茂
が
毛
利
家
征
討
の
為
め
大
阪
に
在
っ
て
病
む
や
、
元
淡
命
を
奉
じ
て
大
阪
に
赴

き
、
治
療
の
こ
と
に
従
い
、
莞
去
の
後
江
戸
に
帰
っ
た
。
明
治
維
新
後
は
市
中
患
者
の
治
療
に
従
事
し
、
ま
た
浅
田
宗
伯
と
毎
月
三
回
横
浜

に
赴
き
、
同
地
の
患
者
を
診
察
し
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
一
月
四
日
卒
す
。
年
五
十
三
、
法
号
を
養
春
院
隆
述
雲
従
居
士
と
い
う
。
東

京
都
北
区
上
中
里
、
真
義
真
言
宗
豊
山
派
城
官
寺
に
葬
ら
れ
た
。
」

元
矢
の
倉
の
分
家
多
紀
家
系
図
と
墓
域
図
（
図
１
）
を
略
記
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

一
多
紀
雲
従
の
略
伝
と
家
系

ｌ
伸
子
ｌ
⑤
英
樹
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図2『多紀雲従門人録』の石原吾道の頁図3若き日の石原吾道の写真

（石原正次氏蔵）

『
多
紀
雲
従
門
人
録
』
の
第
一
七
六
番
目
に
、
石
原
吾
道
の
名
が
あ
る

（
図
２
）
。
石
原
吾
道
（
図
３
）
は
幼
名
を
蘇
彦
と
い
い
、
安
政
六
年
（
一

八
五
九
）
十
四
歳
の
と
き
大
志
を
抱
い
て
無
一
物
で
江
戸
に
出
で
、
海
保

漁
村
の
塾
に
入
っ
て
苦
学
し
、
翌
安
政
六
年
（
一
八
六
○
）
十
五
歳
の
と

き
、
多
紀
雲
従
の
門
に
入
っ
た
。
吾
道
の
父
安
彦
は
多
紀
元
堅
の
門
に
学

ん
だ
。
吾
道
の
生
地
は
千
葉
県
、
北
総
北
辺
田
村
で
、
後
継
者
は
石
原
正

次
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
は
前
述
の
如
く
、
嘗
て
石
原
吾
道
伝
を
深
川
晨
堂
資
料
に
よ
っ
て

調
査
を
進
め
、
そ
の
生
地
北
辺
田
村
の
旧
家
を
訪
ね
、
嗣
子
正
次
氏
を
千

葉
市
に
訪
問
し
、
い
ろ
い
ろ
貴
重
な
資
料
を
借
用
、
「
北
総
の
名
医
、
石

原
吾
道
伝
」
を
草
し
て
『
漢
方
の
臨
躰
』
誌
十
六
巻
九
号
に
発
表
し
、
『
漢

方
治
療
百
話
』
第
三
集
叢
談
編
に
載
録
し
て
あ
る
。

石
原
吾
道
は
多
紀
雲
従
に
師
事
す
る
こ
と
六
年
半
、
郷
里
に
あ
っ
て
は

梅
毒
皮
膚
病
専
門
家
と
し
て
全
国
的
に
名
声
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ば
か
り

筆
者
は
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
の
頃
、
崇
徳
氏
及
び
夫
人
と
知

遇
を
得
、
夫
人
の
診
治
に
当
り
、
多
紀
家
の
こ
と
に
つ
き
種
を
教
え
を
受

け
た
こ
と
が
あ
る
。

二
雲
従
と
門
人
石
原
吾
道
の
こ
と
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コ
レ
ラ
の
病
態
と
処
方
指
示
判
定
法

目
コ
レ
ラ
の
病
態
は
熱
毒
の
甚
だ
し
い
も
の
で
、
『
素
問
』
に
い
う
「
暴
注
下
迫
皆
熱
に
属
す
」
に
該
当
し
、
そ
の
脈
の
伏
す
る
の
は
、
張

介
賓
の
い
う
「
火
閉
じ
て
伏
す
、
窪
乱
は
伏
し
て
閉
結
す
」
に
相
当
し
て
い
る
。

従
来
の
医
史
害
に
よ
る
と
、
漢
方
が
衰
亡
し
た
最
大
の
原
因
は
、
コ
レ
ラ
の
治
療
に
対
し
て
全
く
無
能
で
あ
っ
た
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
た
。

い
ま
雲
従
と
吾
道
の
治
療
大
綱
を
み
る
と
、
そ
の
本
態
は
実
熱
の
陽
証
で
、
外
観
は
虚
寒
陰
証
に
見
え
る
が
、
こ
れ
は
全
く
真
熱
仮
寒
の
証

で
、
大
黄
・
芒
硝
・
石
盲
を
以
て
大
い
に
熱
を
攻
む
く
し
と
い
う
の
で
あ
る
。
雲
従
と
吾
道
の
説
く
と
こ
ろ
の
大
綱
を
要
約
し
て
み
る
と
次
の

如
く
で
あ
る
。

た
○
い
て
、
「
暴
濤
病
（
コ
レ
ラ
）
に
対
す
る
石
原
吾
道
の
治
験
録
」

ゴ
ン
一
丁
ｆ

暴
鴻
滿
耀
漆

舂
賢
》
や
１
．
参
一
．

惰
‘
‐
御
龍
牛
バ
ー
口

琵
芸
型
暑
全
所
漁
猟
承
；
》
〃
“
岬
粂
脚
後
ラ
言
彫

餓
謬
〃
藍
霊
蕊
騨
測
）

封
塙
二
箇

鳩
●
為
ヲ
以
羊
詐
津
Ｔ
ヤ
ス
奪
矯
ニ
ズ
ヲ
疑
う
詞
耐
熱
討

縫
挺
鐸
乱
一
｜
共
振
亨
霧
ゞ
シ
典
碓
毎
ヲ
詳
少
う
一
夕
才

、
壽
蝿
、
し
ヒ

ー
塗
為
入
門
一
丁
森
炎
育
漠
々
鞭
薪
冬
７
葬
浄
叩

銅
入
《
平
ハ
段
一
シ
柔
術
才
希
堤
挺
苛
池
室
薙
レ
ャ
｝
ブ
〉
脈

決
裂
コ
ジ
｜
プ
ー
諦
質
ｗ
ベ
慕
辱
．
一
忠
違
う
麦
ス
・
鉾
”

で
な
く
、
雲
従
と
同
じ
く
古
方
の
立
場
よ
り
一
般
の
治
療
に
も
秀
で
、

Ｊま
特
に
コ
レ
ラ
の
治
療
に
当
っ
て
は
独
自
の
新
生
面
を
開
拓
し
て
い
る
。

豆
〈

『
和
漢
医
林
新
誌
』
八
二
号
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
七
月
八
日

観くｒ
ｊ
号
よ
り
三
回
に
わ
た
っ
て
、
鈴
木
精
庵
（
門
人
番
号
八
七
）
が
「
古
呂

著
験
誰
稀
利
病
篇
」
「
多
紀
雲
従
先
生
遺
説
」
と
題
し
た
も
の
を
連
載
し
て
い
る
。

砺
率
ま
た
石
原
吾
道
は
師
壼
云
従
の
説
に
従
い
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）

４
流
行
時
の
コ
レ
ラ
の
診
断
と
治
療
方
針
を
詳
述
し
、
『
観
冥
薬
室
暴
潟

図
病
治
験
』
（
石
原
正
次
氏
蔵
、
図
４
）
を
著
し
て
い
る
。

筆
者
は
昭
和
四
十
四
年
十
一
月
、
日
本
東
洋
医
学
会
関
東
部
会
に
お

」
と
題
し
て
そ
の
大
綱
を
発
表
し
た
が
、
学
会
誌
へ
の
掲
載
は
果
た
さ
な
か
つ
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白
そ
の
症
状
は
、
脈
沈
伏
、
吐
潟
清
水
、
冷
汗
煩
躁
、
四
肢
厭
逆
に
も
拘
わ
ら
ず
、
㈹
大
渇
し
て
冷
水
を
引
飲
し
、
⑨
吐
物
は
熱
湯
の
如

く
、
③
胸
腹
中
熱
感
が
あ
り
、
④
衣
を
近
づ
く
る
を
欲
せ
ず
、
⑤
舌
苔
黄
黒
乾
燥
し
、
⑥
大
黄
・
芒
硝
に
よ
り
燥
尿
結
糞
を
下
す
と
き
は
、
諸

症
軽
快
す
。
こ
れ
即
ち
熱
駁
の
「
証
」
で
あ
る
。
ま
た
腹
痛
な
く
清
水
を
下
し
、
尿
の
色
黄
色
、
十
指
紫
色
（
チ
ア
ノ
ー
ゼ
）
を
示
す
。

明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
に
コ
レ
ラ
が
流
行
し
た
と
き
、
石
原
吾
道
が
治
療
を
し
た
七
○
症
例
中
、
死
亡
し
た
の
は
僅
か
に
六
例
で
、
用

い
た
処
方
別
を
み
る
と
、
大
柴
胡
湯
加
芒
硝
・
石
膏
（
二
四
人
）
、
竹
葉
石
膏
湯
（
一
三
人
）
、
小
半
夏
加
筏
苓
合
甘
連
石
膏
湯
（
二
三
人
）
、

大
承
気
湯
（
又
は
丸
）
（
二
○
人
）
、
四
苓
解
毒
湯
（
一
○
人
）
、
真
性
の
陰
証
も
あ
る
が
少
な
く
附
子
理
中
湯
（
僅
か
に
四
人
）
で
あ
っ
た
。

口
外
証
は
一
見
す
る
と
、
厭
陰
病
の
四
逆
湯
類
の
如
く
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
実
体
は
熱
厭
で
、
真
熱
仮
寒
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

故
人
参
・
附
子
な
ど
の
温
熱
剤
や
、
洋
薬
の
阿
片
の
如
き
下
利
逼
止
の
剤
は
禁
忌
で
、
白
虎
湯
や
大
承
気
湯
な
ど
、
石
膏
・
大
黄
の
剤
を
用
い

偉
才
多
紀
元
堅
の
後
嗣
と
し
て
、
法
眼
、
法
印
と
順
調
に
昇
進
し
た
が
、
あ
た
か
も
明
治
維
新
に
遭
遇
し
、
矢
の
倉
多
紀
家
は
二
代
を
以
て

御
匙
の
職
よ
り
離
れ
た
。
し
か
し
元
堅
・
雲
従
の
二
人
の
門
人
録
（
深
川
本
）
に
よ
れ
ば
、
元
堅
は
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
ｌ
文
化
三
年
（
一

八
○
六
）
ま
で
の
三
十
三
年
間
に
、
八
七
六
人
の
門
人
が
あ
り
、
寛
政
十
三
年
（
一
八
○
一
）
が
も
っ
と
も
多
く
、
一
年
間
に
八
十
三
名
の
入

門
者
が
あ
っ
た
。
元
堅
の
入
門
者
の
年
平
均
は
二
六
・
五
人
で
あ
る
。
雲
従
は
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）
二
十
六
歳
の
と
き
よ
り
、
万
延
元
年

（
一
八
六
○
）
三
十
六
歳
の
十
年
間
に
、
一
九
五
人
の
入
門
者
が
あ
っ
た
。
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）
が
も
っ
と
も
多
く
、
一
年
間
に
七
十
九

人
の
新
入
門
者
を
抱
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
年
間
平
均
は
一
六
・
二
人
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
記
録
を
承
る
と
、
本
門
人
録
は
そ
の
全
員
の
記
録
で
は
な
く
、
年
代
に
限
定
さ
れ
た
一
部
分
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
以
下
木
村
済

世
塾
旧
蔵
本
、
多
紀
雲
従
門
人
録
深
川
本
に
よ
り
転
載
す
る
。

〉
Ｑ
◎

三
雲
従
門
人
録
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多
紀
雲
従
門

氏
名
入
門
年
月
入
門
当
時
の
住
所

越
川
良
安
嘉
永
三
西
尾
隠
岐
守
内

北
見
順
従
嘉
永
三
松
平
志
摩
守
内

鵜
沢
泰
順
嘉
永
三
上
総

改
姓
瀬
川

関
ロ
貞
蓄
嘉
永
三
水
戸
玉
造
村

折
茂
三
省
嘉
永
三
上
州
西
平
井
村

糟
谷
修
平
嘉
永
三
上
総
吉
野

入
門
年
二
十

増
田
道
策
嘉
永
三
奥
州
黒
石
藩

五
十
嵐
龍
仙
嘉
永
三
会
津

土
山
精
篭
嘉
永
三
米
倉
大
蔵
組

土
山
栄
助
二
男

杉
全
謙
初
嘉
永
三
黒
田
甲
斐
守
内

相
沢
周
碩
嘉
永
三
松
平
和
泉
守
藩

弓
削
正
廸
嘉
永
三
濃
州
大
野
郡
清

永
村

赤
堀
通
弱
嘉
永
三
姫
路
藩

速
水
貞
玄
嘉
永
三
新
発
田
藩

入
門
年
十
六

小
林
龍
仙
嘉
永
三
江
戸
浅
草
山
谷

宿

玉
井
幽
玄
嘉
永
三
新
発
田
藩

相
川
善
輔
嘉
永
三
亀
井
隠
岐
守
藩

入
門
年
二
十
七

膳
野
甫
春
嘉
永
三
新
発
田
藩

（
痔
）

383736353433323130292827262524．23222120 19

金
子
淳
庵
嘉
永
三
江
戸
深
川
住

入
門
当
時
北
村
助

之
丞生
田
良
温
嘉
永
三
内
藤
能
発
守
藩

貝
新
蔵
嘉
永
三
延
岡
藩

柏
原
敬
次
郎
嘉
永
三

柏
原
信
次
郎
男

高
根
秀
庵
嘉
永
三
鶴
岡
藩

楠
瀬
春
同
嘉
永
三
高
知
藩

（
毒
）

久
志
本
主
水
嘉
永
三

小
菅
俊
丈
嘉
永
三
越
後
寺
社
村

島
貫
元
光
嘉
永
三
米
沢
藩

後
改
元
之

伊
東
治
庵
嘉
永
三
桑
名
藩

松
井
玄
恭
嘉
永
三
安
藤
長
門
守
藩

井
上
鼎
策
嘉
永
三
仙
台
藩

榧
森
秀
庵
嘉
永
三
仙
台
藩

草
鹿
三
千
松
嘉
永
三
松
平
備
後
守
藩

上
野
祐
益
嘉
永
三
盛
岡
藩

宮
崎
玄
厚
嘉
永
三
越
中
高
野
郷

小
林
養
運
嘉
永
三
姫
路
藩

後
改
昌
庵

鈴
木
淡
齋
嘉
永
三
江
戸
浅
草

角
南
将
監
嘉
永
三
松
平
丹
波
守
藩

入
門
年
十
七

山
内
順
貞
嘉
永
三
新
発
田
藩

入
門
年
二
十
五

56555453525150494847464544師
石
井
仁
節
嘉
永
三

4342414039

近
藤
昌
碩
嘉
永
三
沼
田
藩

入
門
年
十
九

中
村
道
允
嘉
永
三
大
洲
藩

入
門
年
三
十

石
田
宗
順
嘉
永
三
下
総
新
里
村

岡
野
仙
策
嘉
永
三
能
州
羽
昨
郡
宿

入
門
年
二
十
六

村

小
川
玄
節
嘉
永
三
越
後
片
貝

坂
本
玄
格
嘉
永
三

伊
東
宗
節
嘉
永
三

入
門
年
十
六

白
烏
舞
齋
嘉
永
三

溝
部
有
謙
嘉
永
三
松
平
下
総
守
藩

麿
取
尚
敬
嘉
永
三
津
藩

祐
乗
坊
庸
軒
嘉
永
三
沼
津
藩

杏
良
節
嘉
永
三
園
部
藩

新
井
玄
盛
嘉
永
三

高
橋
玄
純
嘉
永
三

大
沼
批
斎
嘉
永
三
羽
州
最
上
若
松

入
門
年
二
十
六

清
水
玄
龍
嘉
永
三
関
宿
藩

入
門
年
十
七

土
田
三
順
嘉
永
三
成
瀬
隼
人
正
家

臣

小
川
草
筵
嘉
永
三
仙
台
藩
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戸
井
田
鶴
庵
嘉
永
三

越
尾
淳
蔵
嘉
永
三
河
内
島
泉
林

舟
山
養
源
嘉
永
三
米
沢
池
黒
村

三
浦
玄
亭
嘉
永
三

窪
田
文
畦
嘉
永
三
津
軽
青
森

小
平
翁
輔
嘉
永
三
野
州
安
蘇
郡
上

作
原
村

山
本
元
悦
嘉
永
三
土
浦
藩

加
川
誰
助
嘉
永
三
小
諸
藩

小
野
寺
玄
卓
嘉
永
三
一
ノ
関

馬
島
禎
嘉
永
三
江
戸
下
谷
広
小

入
門
年
二
十

路

大
須
賀
見
栄
嘉
永
三
肥
前
佐
賀
藩

入
門
年
二
十
七

笠
原
求
意
嘉
永
三
高
知
藩

甲
田
顕
二
嘉
永
三
野
州
河
内
郡
本

後
改
意
伯
入
門
年
十
六

吉
田

志
賀
元
周
襄
永
三
酒
井
雅
楽
守
藩

小
島
元
養
嘉
永
三
中
川
修
理
太
夫

藩

西
島
盛
之
助
嘉
永
三

後
改
細
庵

羽
生
良
伯
嘉
永
三
松
平
和
泉
守
藩

後
改
木
庵

結
城
中
正
嘉
永
三
一
ノ
関
藩

森
元
高
伯
嘉
永
三
薩
州
藩

入
門
年
二
十
六

9998979695949392919089888786858483828180797877

志
々
目
献
吉
嘉
永
三
薩
州
藩

湯
前
龍
春
嘉
永
三
薩
州
藩

入
門
年
二
十
二

大
浦
玄
栄
嘉
永
三

屋
代
尚
碩
嘉
永
六
川
越
藩

黒
川
雲
岱
嘉
永
六
松
平
周
防
守
藩

半
田
文
明
嘉
永
六
沼
津

東
霞
艇
嘉
永
六
大
仏
御
殿
内

服
部
復
庵
嘉
永
六
江
戸

幼
名
幸
太
郎

町
田
道
本
嘉
永
六
佐
土
原
藩

入
門
年
二
十
七

松
田
／
晋
庵
嘉
永
六
新
発
田
藩

入
門
年
二
十
二

鈴
木
精
庵
嘉
永
六
下
総
二
合
半
村

宮
田
泰
伯
嘉
永
六

福
田
清
兵
衛
嘉
永
六
高
田

後
改
東
清

沢
野
元
育
嘉
永
六
佐
賀
藩

入
門
年
二
十
六

原
田
玄
龍
嘉
永
六
佐
賀
藩

西
永
喜
嘉
永
六
柳
川
藩

鈴
木
寿
伯
嘉
永
六
米
沢
越
中
守
藩

深
尾
玄
隆
嘉
永
六
高
知
藩

入
門
年
二
十
一

今
春
碩
嘉
永
六
津
軽
藩

入
門
年
二
十
一

権
藤
真
嘉
永
六
久
留
米
藩

入
門
年
二
十
四

松
井
了
元
嘉
永
六
仙
台
藩

片
山
松
庵
嘉
永
六
新
発
田
藩

長
野
元
晋
嘉
永
六
薩
州
藩

入
門
年
二
十
五

10310710610510410310210110011311211111010ヲl19118117116 11511

杉
本
文
篭
嘉
永
六
秋
元
但
馬
守
藩

入
門
年
二
十
六

大
津
行
言
嘉
永
六
新
発
田
藩

入
門
年
二
十
八

河
村
秀
民
嘉
永
六
臼
杵
藩

安
堵
啓
益
嘉
永
六
高
松
藩

清
水
道
宝
嘉
永
六
柳
川
藩

戸
上
元
達
嘉
永
六
柳
川
藩

稲
垣
菜
庵
嘉
永
六
新
発
田
藩

入
門
年
二
十
一

武
回
庵
嘉
永
六
長
岡
藩

竹
前
玄
二
嘉
永
六
信
州
高
井
郡
米

子

松
村
徳
蓋
嘉
永
六
紀
州
藩

島
村
修
蓄
嘉
永
六
江
戸

入
門
年
十
笠

島
村
泰
庵
嘉
永
六
江
戸

入
門
年
十
五

上
原
仲
発
嘉
永
六

片
瀬
繁
次
郎
安
政
元
信
州
松
本
滝
沢

入
門
年
二
十
五

村

渋
木
春
沢
安
政
二
越
後
長
岡

山
口
欣
水
安
政
二
薩
州
肝
付
右
門

臣

寺
田
元
悦
安
政
二
下
総
取
手
宿

後
改
元
周
入
閂
年
二
十

宇
津
三
省
安
政
二
下
野
高
根
沢

早
野
道
壽
安
政
二
臼
杵
藩

相
庭
順
泰
安
政
二
生
駒
大
蔵
内
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、
付
藤
玄
岱
安
政
二
下
総
香
取
郡
次

浦

皿
神
田
寛
斎
安
政
二
圭
州
弱
郡
中
山

村

唾
中
台
元
倫
安
政
二
庄
内
藩

鰯
坂
上
玄
丈
安
政
二
浅
草
諏
訪
町

唖
巌
田
鼎
三
安
政
二
加
州

鰯
熱
田
松
庵
安
政
二
浅
草
蔵
前
町

町
屋
松
庵
卜
モ
云
う

恥
大
浦
柳
溪
安
政
三
古
河
藩

”
高
橋
辰
斎
安
政
三
姫
路
藩

伽
加
藤
三
熊
安
政
三
姫
路
藩

”
柳
田
良
三
安
政
三
江
戸
大
伝
馬
街

蜘
橋
田
栄
軒
安
政
一
一
一

剛
寺
田
宗
碩
安
政
三
下
総
取
手
駅

唾
西
村
隆
運
安
政
三
小
田
原
藩

脇
筧
玄
庵
安
政
三
高
田
藩

剛
杉
山
謙
順
安
政
三
相
州
高
座
郡
亀

井
野
村

蝿
山
田
玄
益
安
政
三
土
浦
藩

入
門
年
二
十
三

恥
今
田
耕
平
安
政
三
豫
州
松
山
領
三

後
改
広
栄
破
門
津
屋
村

Ⅳ
大
森
良
園
安
政
三
石
川
主
殿
臣

良
園
本
名
ハ
今
野
仙
台
葦
原
？
佐

熊
之
助
ト
云
う
渡
ノ
臣
後
石
川

156155154153152151150149148 147146145 144143 142141140139138

号
慶
園
主
殿
守
一
一
仕
へ

幼
名
愛
蔵
テ
侍
医
二
上
ル

佐
藤
元
章
安
政
三
仙
台
気
仙
郡

小
笠
原
友
悦
安
政
三
盛
岡
領

松
浦
玄
英
安
政
一
一
一

入
門
年
十
八

長
谷
川
順
蓄
安
政
三

入
門
年
二
十
六

高
橋
壽
繁
安
政
三
仙
台
後
藤
孫
兵

入
門
年
十
九

衛
臣

荒
井
良
意
安
政
三
会
津
藩

入
門
年
三
十
二

湯
本
伝
左
衛
安
政
三
上
州
吾
妻
郡
赤

門
岩
村

岡
井
尚
綱
安
政
三
盛
岡
藩
・

入
門
年
二
十
六

陶
山
俊
亮
安
政
三
佐
賀
藩

入
門
年
十
九

石
橋
泰
弱
安
安
三
総
州
香
取
郡
十

入
門
年
二
十

三
窓
村

市
川
文
友
安
政
三
江
戸
同
朋
町

横
地
碩
淳
安
政
三
福
岡
藩

上
村
隆
庵
安
政
三
薩
州
藩

倉
俣
生
白
安
政
三
板
倉
内
膳
正
内

野
口
彦
叔
安
政
三
総
州
北
羽
鳥
村

後
継
野
口
巌

坂
本
良
民
安
政
三
江
戸
西
川
岸

横
山
意
意
安
政
三
川
越
藩

朝
稲
三
碩
安
政
三
薩
州
藩

入
門
年
十
九

樫
田
玄
叔
安
政
三
大
聖
寺
藩

”
中
山
玄
鉄
安
政
三
士
屋
釆
女
正
藩

畑
向
井
橘
甫
安
政
三
泉
州
藩

入
門
年
二
十
二

脚
坂
民
部
安
政
三
江
戸

入
門
年
十
五

脚
工
藤
玄
壽
安
政
三
盛
岡
藩

卿
加
賀
山
宗
純
安
政
四
年
会
津
藩

哩
清
水
東
長
安
政
四
年
諏
訪
藩

入
門
年
十
五

咽
福
原
良
庵
安
政
四
備
前
藩

入
門
年
十
六

蝿
広
瀬
周
庵
安
政
五
年

始
伊
東
貞
碩
ト
称
ス

焔
町
田
道
癌
安
政
五
年
薩
藩
町
田
監
物

入
門
年
三
十
四

臣

陥
須
天
道
順
安
政
五
松
平
摂
津
守
門

入
門
年
十
五

噸
進
藤
永
策
安
政
五
津
軽
尾
崎
村

入
門
年
二
十
三

脇
石
川
隆
意
安
政
五
庄
内
藩

入
門
年
二
十
九

㈱
副
島
伯
猷
安
政
五
佐
賀
藩

加
中
村
巌
亭
安
政
五
大
村
藩

、
桂
文
哉
安
政
五
大
村
藩

、
小
野
尚
友
安
安
六
盛
岡
藩

鯛
鹿
野
得
三
安
政
六
逸
見
因
幡
守
臣

皿
赤
松
元
礼
安
政
六
下
総
川
尻
村

始
獄
田
主
嶺
卜
称
ス
入
門
年
二
十
二

妬
曲
直
瀬
元
靖
安
政
六
加
賀
藩
横
山
蔵

人
臣

陥
石
原
吾
道
安
政
六
北
総
北
辺
田
村

幼
名
蘇
彦
入
門
年
十
五

速
祖
修
拙

後
継
者
石
原
正
次
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、
小
川
草
立
安
政
六
仙
台
藩

入
門
年
十

ｍ
近
森
桃
溪
安
政
六
土
州
藩

耐
江
幡
文
虎
安
政
六
盛
岡
藩

入
門
年
十
七

ｍ
稲
垣
周
栄
安
政
六
新
発
田
藩

皿
桑
原
玄
斎
安
政
六
甲
府

腿
柏
木
玄
伯
安
政
六
甲
府

蝿
手
塚
元
瑞
安
政
六
津
軽
藩

後
記

昭
和
十
六
年
八
月
三
日
に
、
私
は
召
集
令
状
を
う
け
、
足
掛
六
年
間
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
・
ラ
バ
ウ
ル
・
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
な
ど
、
南
方
の
島
々
を
転
た
と

し
、
玉
砕
寸
前
、
九
死
に
一
生
を
得
て
復
員
し
た
。
郷
里
の
倉
庫
に
疎
開
し
て
あ
っ
た
茶
箱
を
開
い
た
と
き
、
私
の
留
守
中
に
弟
有
道
が
購
入
し
て
お
い
た
、

私
の
知
ら
な
い
医
事
年
表
が
現
わ
れ
た
。
即
ち
中
野
操
先
生
の
『
皇
国
医
事
大
年
表
』
で
、
昭
和
十
七
年
二
月
十
一
日
の
発
行
で
あ
っ
た
。
そ
の
昭
和
十
二
年

四
月
の
と
こ
ろ
に
、
「
柘
植
大
学
に
漢
方
医
学
講
座
を
設
け
、
木
村
長
久
・
石
原
保
秀
・
大
塚
敬
節
・
矢
数
道
明
ら
講
師
に
挙
げ
ら
る
」
と
い
う
記
事
が
眼
に

入
り
、
終
り
の
人
名
索
引
の
と
こ
ろ
に
も
私
の
名
が
出
て
い
る
の
を
ゑ
た
と
き
、
戦
地
で
も
し
玉
砕
し
て
い
て
も
、
こ
の
『
皇
国
医
事
大
年
表
』
に
、
た
と
え

一
行
で
も
記
録
さ
れ
て
い
た
の
だ
と
い
う
こ
と
に
異
常
の
感
銘
を
覚
え
た
。
そ
の
と
き
以
来
、
私
は
中
野
操
先
生
を
心
よ
り
敬
慕
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和

三
十
年
四
月
、
京
都
の
総
会
で
発
表
し
た
「
水
戸
烈
公
の
医
学
教
育
と
常
陸
大
宮
郷
校
富
田
玄
東
の
業
績
」
は
、
中
野
先
生
の
ご
希
望
に
よ
っ
て
、
先
生
の
主

宰
さ
れ
て
い
る
『
医
諏
』
第
八
号
に
掲
載
し
て
頂
い
た
。

ま
た
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
二
十
日
、
以
後
三
十
年
間
の
年
表
が
追
加
さ
れ
て
『
増
補
日
本
医
事
大
年
表
』
が
発
刊
さ
れ
、
筆
者
は
『
漢
方
の
臨
淋
』
誌
二

十
巻
二
号
に
新
刊
紹
介
文
を
掲
載
し
た
と
き
、
中
野
先
生
よ
り
ご
懇
篤
な
お
便
り
を
頂
い
た
。

こ
の
た
び
日
本
医
史
学
会
の
企
画
で
、
中
野
操
先
生
の
追
悼
記
念
論
文
の
委
嘱
に
接
し
、
『
多
紀
雲
従
門
人
録
」
を
選
ん
で
、
先
生
の
学
恩
に
報
い
る
こ
と

と
し
た
。
本
稿
作
成
に
当
り
、
小
林
情
八
郎
・
小
曽
戸
洋
・
真
柳
誠
・
高
橋
教
子
・
矢
数
卿
子
各
氏
の
ご
協
力
を
得
た
こ
と
を
附
記
し
、
感
謝
の
意
を
表
す
る

と
し
た
。
本
巷

次
第
で
あ
る
。

189188187186 腿
坂
本
洋
斎
安
政
六

価
山
口
尚
斎
万
延
元
年
三
月

山橋香寺
科本川崎

杏孝周良
仙庵玄庵

万
廷
元
年

万
延
元
年

万
廷
元
年

万
延
元
年

薩
州
藩

房
州
安
房
郡
岡

田
村
新
発
田
藩

新
発
田
藩

新
発
田
藩

宇
都
宮
藩

191190195194193192

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
）

慎
快
悦

相
田
只
男

通
称
秀
山

幼
名
只
男

佐
藤
理
隠

井
手
宗
慶

上
村
春
亭

安
藤
良
斎

万
延
元
年

万
廷
元
年

入
門
年
二
十
四

万
廷
元
年
溝
口
藩

万入万入万

延
元
年
一
ノ
関

門
年
十
九

延
元
年
諏
訪
藩

門
年
十
八

延
元
年
因
幡
藩

盛
岡
藩

一
ノ
関
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の
『
函AListofWunjyuTAKI'spupils

bvDomeiYAKAZU

WunjyuTaki(1834-76),amedicalomcerinthelateTokugawaera,wastheeldestsonof

GenkenTaki,whopresidedovertheEdoMedicalSchooLRecently,alistof、Wunjyu'spupils,

writtcnbyShindoFukagawainthecarlyShowaera(aboutl930),wasibundintheauthor'slibrary.

Onthislist,thenames,ages,birthplaCes,andotherdetailsofl95pupilsaretobefbund,and

thesearerecordedaccordingtotheyearofeachpupil'sentrancetotheschool>fi､oml850tol860.

Theexistenceofthislistandit'scontentshavenotbeenreportedbefbre.

Accordingly,thepresentauthorispublishingthislistinitsentirety・Inaddition,thepresentauthor

reportsontheacievementsofGodolshihara,oneofWuniyu'spupilsmentionedinthislist.

（
○
ｍ
）


